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令和 4 年３月 

吉原地区社会福祉協議会 

 



１．福　祉　目　標

　　　第1次、第2次、第3次計画と同様に

　　と設定し、継続して、吉原地区の地域福祉活動に取り組む。

２．地区地域福祉活動計画の重点項目

・身近なところで相談や助け合いができる体制づくりの検討

・地区社協広報紙の発行

・座談会や地区支えあい会議を開催し、地域のつながりづくりや支えあい

・各種団体との協働化促進、若い人、次世代の層（６０代）の参加促進

・見守り活動推進ネットワーク体制の推進　（吉原みまもり隊）

・ボランティア活動への参加促進　（福祉委員、添乗ボランティア、サロンなど）

・寿大学、いきいきときめき大学の推進

・ふれあい・いきいきサロンの推進（継続・新規サロンの支援、合同研修会）

・給食サービス（安否確認と交流）

・食生活改善による健康保持

・外出支援事業（①買い物支援型、添乗ボランティア　②おでかけ支援型）

・歳末ふれあい訪問（要支援者への訪問、児童との交流）

　　◆　安心安全な地域づくり活動

　 ・地区自主防災組織活動への協力（世代間のつながり、小地域での実施）

　　◆　新規事業

　 ・子どもを中心に、多世代が行き交える居場所の検討

　 ・生活支援事業（買い物代行、医療機関への送迎、簡単な家事援助）の検討

　　◆　住民主体の組織体制の確立

　　◆　地区社協活動財源の確立

・自治会未加入世帯の社協会員加入促進、共同募金運動への協力

３．地区地域福祉活動計画年次計画書

４．地区地域福祉計画の推進点検について

　　◆　子育て支援、児童福祉活動の推進

　　　　吉原地区の福祉課題及び福祉目標・重点項目に基づき吉原地区の
　　　今後の3か年の推進計画を別紙のとおり策定した。

　　　　この計画の推進状況については、地区地域福祉活動計画推進委員会で
　　   毎年度点検するとともに、見直しする。

み ん な で 支 え 合 い 笑 顔 あ ふ れ る 吉 原 地 区

　　◆　相談支援活動の推進

　　◆　住民自ら地域の福祉課題を学習する活動の推進

　　◆　地域で福祉ニーズを発見し、必要な支援に結びつける活動の推進

　　◆　住民の参加による地域福祉を高めるための活動の推進

　　◆　地域支えあい活動の推進
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・公民館のコミュニティ化の検討 継続

・身近なところで相談支援できる体制づくりの検討 継続

・地区社協広報誌『吉原地区だより』の発行（年1～2回） 継続

・福祉教育の推進 継続

・住民座談会（年１,２回　多世代が一緒に話し合える機会） 継続

・各種団体との協働化促進 継続

・若い人、次世代の層（60代）の参加促進 継続

・地区支えあい会議の開催 継続

活 ・見守り活動推進ネットワーク体制づくりの強化 継続・強化

　（吉原みまもり隊）

・健康増進活動拠点(介護予防拠点など) 継続

・高齢者への友愛訪問の推進 継続

・ボランティア活動への参加促進 継続

　（福祉委員等の推進及び、買い物支援バスの添乗ボランティア、

　　サロン運営ボランティアなど）

・寿大学、イキイキときめき大学の推進 継続

・ふれあい・いきいきサロンの推進 継続

動 　（各サロンの支援、サロン代表者会の開催） 　

・給食サービス（安否確認と交流） 継続

・食生活改善による健康保持 継続

・外出支援事業の実施 継続

　（①買い物支援型、添乗ボランティア　②おでかけ支援型）

・スポーツ行事、文化行事への参加 継続

・長寿を祝う会の実施 継続

・歳末ふれあい訪問（要支援者を対象：児童との交流）の実施 継続

・公民館まつりへの協力 継続

・善通寺まつりへの参加 継続

１．相談支援活動
　　の推進
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福祉目標 みんなで支え合い笑顔あふれる　吉原地区

分類 基　本　目　標
推　　　進　　　方　　　策（具体的活動）

位置づけ
実　　　　施　　　　計　　　　画 令和４年度 令和５年度 令和６年度

２．住みよい地域
　　づくり活動の
　　推進

３．ニーズ発見、
　　見守り支援の
　　推進活動

４．住民の
　　参加促進

５．地域支え合い
　　活動の推進



分類 基　本　目　標
推　　　進　　　方　　　策（具体的活動）

位置づけ
実　　　　施　　　　計　　　　画 令和４年度 令和５年度 令和６年度

・乳幼児支援活動の実施（吉原地域子育て支援センターとの連携） 継続

・児童の居場所づくり事業 継続

・児童見守り活動（登下校時の見守りボランティアの推進） 継続

・児童安全マップの作成 継続

　（小学校で通学路を点検し、マップにして配布）

活 ・福祉教育の推進 継続

　（児童が、ひとり暮らしのお年寄りへ、手紙で交流）

・地区自主防災組織活動への協力、支援 継続

　（世代間のつながり、小地域で実施）

・地区防犯活動への協力 継続

動 ・地域の安全点検、環境整備 継続

・子どもを中心に全世代が行き交える居場所の検討 新規

検討 実施

・生活支援事業の検討 新規

　（買い物代行、医療機関への送迎、簡単な家事援助など） 検討 実施

組 ・地区福祉委員・運営委員の設置 継続

織 ・担当地区民生委員児童委員との連携 継続

財 ・自治会未加入世帯の社協会員加入促進、 継続

　赤い羽根共同募金活動、歳末たすけあい募金活動への協力

政 ・受益者負担の協力依頼（給食サービスなどの利用者負担） 継続

７．安心安全な
　　地域づくり
　　活動

6．子育て支援、
　  児童福祉活動
　  の推進

新規事業

住民主体の組織体制の確立

地区社協活動財源の確立



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地区にはスーパーマーケット等が無く、高齢者

の方々はお買物に行くのに大変困っていまし

た。そこで、市社協のバスを活用し、添乗ボラン

ティア 2 名が買い物支援をしています。（週 2 回

運行、3 グループ）  

しかし令和2年3月から、コロナ禍となり、感染

拡大予防のため中止。再開に向けて、検討をくり

かえしがら、その間は、シルバー人材センターが

実施していた『ちょこっと号』が集会場に立ち寄

り、お買い物ができるよう調整していました。そ

れもまた、令和 4 年 1 月で終了となっています。

お買い物支援バスの再開が望まれています。 

●年末に、ひとりくらし高齢者等の方々に、

手作りのお弁当（約 200個）と、小学生のお

手紙を届けています。40 人余りのボランテ

ィアさんの参加もあり、お年寄りには大変

喜んでいただいております。 

●ふれあい・いきいきサロンが 20 を超える吉原地

区。情報交換や各サロンで日頃の活動を発表する

機会として、公民館まつりで作品や活動内容を展

示しています。また、いろんな課題についても、『メ

ンバーが少なくなって、合併しよか～』、『代表者は

そろそろ、若い人にしてもらおう』など、話し合って

乗り越えています。男性ばかりのサロンが多いこと

や、若い世代の新しいサロンができるなど、地域の

なかに、理解者が増えているからこそ、つながって

いる活動の一つです。 

●第 3 次の計画推進中に、地域全体で、孤立の防

止、身近な地域で支えあいのできる地域づくりを

進めるため、『見守り活動ネットワーク事業～吉原み

まもり隊～』が立ち上がりました。要援護者の安否

を確認するほか、災害時等の緊急時の連絡など、日

頃からのつながりづくりを意識し、見守り活動推進

員 10 人と民生委員がチームなって活動していま

す。 


